
原子力災時対策本部長・

内閣総瑚大阪菅直人殿

要望書 


福義第一原子力発種所事故お影響下における市民の安

全"安心の糠保i二ついて

~内部楠;t(j醐遊休-)レボディカむターによる検査)の実舗と

放射脅初、ら子どもを守る肱射穂量基準の引き下げを求めることについて~

平成23年5丹24自



東努本大震災科拾して 2カj械緩ちまし:丸福島県内の市町殺と金箆にとっては、

地震・津波の綾欝を受け、加えて原子力発電所の豪放による滋対能漏洩、放出金犠念、

多くの人々 高羽機設揺を余儀なくされておち京七ι'
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特1;:、東京篭カ福島第一原子カ発翁野の事総こよる危識は、今もなお進行中で'~巻、

一潔知猶予もありませム

二本松前段、機欄醜iとよる計商向感臨滅の狼紅附 Jil僕舞Y、IB村甘間接してお

り、見えなL、放射能の恐然、その苦しみ、不安は、鍛掛 ζ尽くし語またいものがありますL

残念ながら政府からは、詳細で漢字し情報提供と轍繍諸問説くなく、住民の械左

憤りは潟三まる一方です。 

5月6日同鱗輔が公表した繍第一原子力発議酌ら80キロ圏内のf糠汚

染ザツカによれば、ニネ松市の大部分において地表箇のセシウム 134t-137が1 

平方メ日トルあたり 30万から 60万ベクレル議殺していると k語主演ら会ヰとなりまし

丸報道によれば、チェルノプイ F原発務改"(1;1λセシウム 137が 55万 5ネペクレ 

Jv.以上の地樹海締勝往の対象となったとのことでる札市民の問に勤務治宝尉Zってお

り注すL

この際、政胸式放射穏箆関線設のそニエタ Fングなどにより、住民の鱗まくによる実効

線量まなどを発表して~ましたがミ災際に住民議》銭施惣まくと外部被ばく設合わせてどの

務接被ばくしている金持こついて競畿を爽癒しておりません

宏九東京電カの女性社員会経援強ばく限度を超えた関媛については、組量訟による

外務務まくの約 7僚の内滋繊ぱくがホ-JI-公ディカクン夕日による検家沈総集、判明し

まし丸

このことから、災僚の援ばく録時安持ととの蚕要伽敬めて明ら料こなったと k 



ば警官うまでもなく、政樹立、有効な被ぽ〈対策をま毒じるために、ただちに実際の梯まく

童Eをと穏安すべきでありま士一� 

糟係、会話・緩訟を守る>tlt:，よってこ本松市民と然震のさ長命，身体を守号、安全・安

ために、政府に:J8いては、務下のニ本松市滋m乙綴島県内の窮状告と考慮のJ二、下部とつ

いて抑I~J1:袋行されるよう強く要望いたしま1九

記� 

L 鼠}立ょ有効な被主主く対策を務じるために、ただちに災際の被ばく議綴査{泳、吋レ

ボディカウンタ}による検謝念行うこと。

コ本語会?縮、市E島幸激鮪臓ばくから宅きるために、市民の係議翻預託(余"':'/~デ

イカクンタ}による検掛を言融自に爽癒いたしますので、技術的、財政的支援を

行うこと。� 

2. 放射官館第裂から子ども・市民を守るため放射線暴務総7.)51~雪下げ惑をただち It:ffう

と:.J::Q

f 斯における衡定的考え方11こ

ついて、� 1年間E当たり� 20ミヲシ」ベルト、受認線量感� 1時機当たり� 3.8γイク

ロ伊崎レト民設定し哀し丸

これは、原子力愛会委員会昨ら怨紳の放射線盤こついて、非常轍絞議後の遺産

懲である� 1年間当たち� 1ミHシ}ベルトから� 20ミ望、〉刊Jレト会学校毒事の校

十校庭努の利用収腕とおItる暫腕秘艇の助言語まあったが、現夜、源調綾

が収束していないにも関わらず、非常客齢民家後の診考レペ1レ在、上限の1年関当

まとり� 20ミヲシペルトの駒場綻働設定いし語も成人1:.:rl!もとが同じレペ� 

fレとしてい渓七

j篠島県内の学校等の校舎、校溌絡の利用事� :2入1国� 



さらに、校庭で£壌から巻き上げられ.fdi.溺持機療を吸い込み、内務被ばくする

揚合もあるととそ考慮すべきである方丈土壌汚染による内線被ばくについて成主

ったく考慮されておちません。

i t鉢務参態が 主、1CRPI国際総射線鶴欝委員会 R 区東し1t量のー娘公然における

参考レマ勺レとして、 1-20ミPシザ屯Jレト/停の範殴て脅えるこ二とも可能jとす

る声明:a:出してお参議すL

年!選 20ミヂ〉ベルト弘法令ぜ挑射線による臨まい殺防止するため』破けら

れ.f::::.!Jfj華や 18歳米満の労働を銭i上している r放射線管理区波lの基準、年間 5. 

2ミリシザ今レト、 H寄網当た哲約。. 67:イクロシ…ベルトの 4僚にも相当する

線量監であち設すユ

そ子どもは、成人よりも放射能に対する健康リスク、影響が大きいので、 f放射線

管理区緩 JI1.)基準である年熊 5.2ミリシザ勺レト以下位すべきであり、当顔、年

!穏の累積樹まく数射線震については、子t免除減人の半分の 10ミヲシーベルト、 

1時側当たり繍線級1. 9マイクロトベルト以下たすべきであります。

産ちに、 「梅島県内の学校等の校舎、校療等の京崩 *'J麟こおける留鰍持え方j

について引き下げを行い、安会総策会講じること e

3. 村犠..:f'学校の校隊幼務題・傑務所の蜜庭に彼絞殺した汚染本欄とついては、

東京電力と図的粧をむって撤去・処分会繍し、放射樹棋士壌の織について

}ゑ東京電力と濁が責任を持って賠償設びに縦攻支援を行うこと a

4. 	 東京滋カ福島第一B草子カ発鰹節の家殺の実鉱 f搬について豆諸弘法持拡公畿

す也ること。


